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凡例




これは「書評」第四號（昭和二十二年五月一日　日本出版協會刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いで、一部新仮名遣いをカタカナで表記しており、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








ホンのカミ談義

恩地　孝四郎









　先日堀辰雄さんから近著の「繪はがき」と「風立ちぬ」を頂ダイした。白い紙なのである。何かすつとした思ひであつた。いつも美しい本をつくる堀さんである。この時世、汚い紙の本しかみられない當節、堀さんなりやこそこうした紙を天與されるのか、又はこうした紙があつたから堀さんが本を出すことにしたのか、いづれにせよありがたい話であるのだ。表紙も白、見返しも白、扉も白、誠に白といウ色の美しさをしみじみと感じさせられた。刊行所の角川書店の骨折も相當なものであらうと思ウのである。（どうですか、この假名づかイは甚だ愉カイである。）も一つ手にしたもので快事であつたのは、紹介や批評で異口同音にほめてイるシヨウ（これは發音通りにかけてはイないものだ、セウの方がずつと發音的である）南書ボオ版トルストイ「動物の話」である。この本文紙は日本の畫學紙、ケントと云つてた分よりずつといい感じであるから或は飜刻許可と一シヨに貰つたのではないかと思ワれるものであるが、甚だ氣持がいい。

　氣持の惡いのは戰時中の惡法たりし規格判B5といウいやな形であることだ。もつと天地がつまつてゐる方が氣持がいい。畫がうまいこともこの快味の重要分子だが、何せ本の美術上、材料が惡ければ何ともならない。この日本人には一寸やれないうまさの繪でも、あのヅヅ汚いザラ紙に刷られてイてはとてもこれだけの快味は來ない。本は何としても紙である。その肝心な紙が此頃では何ともならない。ザラ紙一本の出版界は誠に味氣ないものである。苦しまぎれの日本紙使用といふものが出て來てイるが、それもほんとの日本紙ならとにかく、表はつるつる、裏はザラザラといふ樣なものは誠に困る。所謂キカイズキ（こうかいたら何だか分るかしら）キカイがスキとイウのではない。紙をスくキカイでスくとイウ意味である。そのキカイズキの仙花などはこれはむろん袋トぢにすべきものなのだが、採算上そうもゆかぬものとなつて止むなしに無理にやつけてアウものなのであロウ。

　日本紙では大體表裏の差がひどい。だから袋トぢでゆくのが適當なのだが、高い紙を二重に使ウことになるから高價本でなければ用イられない。之がやれれば相當いい紙があるのだが、材料高の一因子を加へる次第となるから一般本には實行困難だ。いつそ粒エリの本ばかり出すことにしたらいいのだが、世の中はそうもゆかないこと一日にして民主主義國成り難いのと同じだ。僕が創業頃企畫に參じた富岳本社本は大分日本紙を用ひたが、やはり袋なので價が張るので全部そうもゆかなくなつたらしい。幸、同社では紙の商賣もやつてるのでスキ元と相談して一枚紙で使へる紙を作ることを進めたが、僕しロウと案として泥を交ぜてプレスをやつたらどうかといつてみたが、どうしても泥の沈下の方が紙センイより早すぎて簡單には出來ぬことが分つた次第で折角の名案もだめとなつた。

　材料を落とした日本紙、例へば桑皮センイのようなものによるものなど何とか工夫したら、餘り高價すぎない本文用に使へる日本紙が出來やしまいかと盲蛇にオぢずの妄想を未だに捨てないでゐるのである。誰か道樂氣のある紙スキ屋さんがやつてくれないものかと思ウ。長い間かかつて此間出た白秋の童謠繪本「五十音」小生エをかいたが、それがマニラボールみたいな用紙、印刷のひどさと相まつてがつかりした。子供畫本は紙に甚だ困つてゐるらしくいろ〳〵と苦心の末をみせられてゐるが、これはもと〳〵いい紙が作られてゐなかつたが何とか次代の日本のために、今すぐとは云ワず、いいものを考へてほしいものだ。表紙その他の方は今の所、まあ量が本文程ではないので内味とはそぐワぬ小綺麗な紙がまだ用ひられてゐるのが割にあるが、これもやがて底をツくのだロウと思ウと暗タンとなる。思へば前途誠に心細きことのみである。敗戰の苦しみを今年は分りすぎる程味はねばならないであロウ時、本だけいい目をみるわけにもゆかないのは當然、まあぢつと唇をかんでゐるより仕方がないのであロウ。表紙の方にはまだ日本紙を活用する可能性ありだが、これも實際は本文紙が汚いと、かなりいい日本紙を使つてゐても、汚いおつきあイをして一向美しく感じられないか若くは、釣り合はぬは不緣のもと、別物がただくつついてゐる感じになつて了ウことが多い。誠に本はむつかしいものである。

　別例だが小生此頃文章をかくのがいやになつた。つまり此頃新聞をよむのがいやになつたと同一原因。あの不徹底なその場ふさげな假名づかイを考へるとうんざりするのである。百年淸河を待つのは本ばかりではない。
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